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   平成１９年度君津中央病院企業団病院事業会計資金不足比率の審査意見書の 

  提出について 

 

 地方公共団体の財政健全化に関する法律第２２条第１項の規定により提出のあった、資

金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類の審査した結果を、 別紙のと

おり報告いたします。 



 

平成１９年度君津中央病院企業団病院事業会計資金不足比率審査意見書 

 

 

１ 審査の概要 

この地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項に規定され

る審査は、企業長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

 

２ 審査の結果 

(1) 総合意見 

審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

記 

会計名 資金不足額（千円） 資金不足比率（％） 備考 

病院事業会計 
－ 

（資金不足額なし）

－ 

（資金不足比率なし） 
 

 

(2) 個別意見 

① 資金不足額及び比率について 

平成１９年度君津中央病院企業団病院事業会計決算及び事業報告書に計

上された流動負債の額は 706,711 千円に対して、流動資産の額は 5,661,814

千円であり、医業収益の額は 13,730,825 千円（事業の規模）である。これ

により解消資金不足額は、資金不足がある場合について該当となることか

ら今回は「該当なし」となり、剰余額は 4,955,103 千円となる。 

   したがって、この審査における病院事業会計の資金不足額等を法律で定

める基準により計算すると、その資金不足額が負の値となり、資金不足比

率も同様になることから資金不足比率は発生しないこととなる。 

 

(3) 是正改善を要する事項 

   特に指摘すべき事項はない。 



報告第１号

　　　資金不足比率の報告について

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、次のとおり報告

する。

　　平成２０年８月２５日提出

　　　君津中央病院企業団

　　　企業長　福山　悦男

１　流動負債 706,711,615円

２　流動資産 5,661,814,410円

３　資金不足額(１－２) -4,955,102,795円

(負の値となるため
資金不足額なし)

４　医業収益 13,730,824,312円

５　資金不足比率(３÷４) －％

(資金不足比率なし)

平成１９年度君津中央病院企業団病院事業資金不足比率計算書

記
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都道府県名 団体コード 団体区分 7 （単位：千円）

(1) 　 (2) (3)
(4) (5) (10)  (12) 資金不足比率 標準財政規模比

a-b-c (-d)
流動負債 a

控除未払
金等 b

控除額 c
土地前受

金 d

算入地方債 e-f-g (-h)
流動資産  e 控除財源  f 控除額  g

土地評価
差額  h

地方債残高 長期借入金
営業収益の額－

受託工事収益の額
うち指定管理
者利用料金

事業の規模
（(９)/(１２)、％） （(８)/(ｘ)、％）

病院事業会計 ⑧ 706,711 706,711 0 0 5,661,814 5,661,814 0 0 ▲ 4,955,103 0 4,955,103 - 13,730,825 0 13,730,825 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

0 0 0 0 - 0 - -

(1) (2)
(3)

(3') (4) (5) (10)  (12) 資金不足比率 標準財政規模比

歳出額 算入地方債
s-t1-t2-
t3-t4-t5+t' 歳入額 s

継続費逓次
繰越額　t1

繰越明許費
繰越額　t2

事故繰越
繰越額　t3

事業繰越
額　t4

支払繰延
額　t5

t1～t5に係る未
収入特定財源
t'

土地収入
見込額

地方債残高 長期借入金
営業収益の額－

受託工事収益の額
うち指定管理
者利用料金

事業の規模
（(９)/(１２)、％） （(８)/(ｘ)、％）

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

0 0 0 - 0 - -

※(8)は、連結実質赤字比率の算定に用いる額（資金不足額は負の値で表示）であり、(9)は、資金不足比率の算定に用いる額（資金不足額は正の値で表示）である。 合　計 4,955,103 -

128112君津中央病院企業団

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成

(6)令３条１項の額
・令４条の額
(1)+(2)-(3)

市町村・一部事務組合名

法
適
用
企
業

特別会計名

千葉県

(9)企業ごとの
資金不足額
・剰余額※

(8)資金不足
額

・剰余額 ※
(6)-(7)

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成

(8)資金不足額
・剰余額 ※

(6)-(7)

事業
区分

(11)
資本＋負債
宅造のみ

(7)解消可能
資金不足額

(11)
資本＋負債
宅造のみ

(6)令３条１項の額
・令４条の額
(1)+(2)-(3)

法
非
適
用
企
業

２①表　公営企業会計に係る資金不足額等

(7)解消可能
資金不足額

(9)企業ごとの
資金不足額
・剰余額※

標準財政規模　(ｘ)

特別会計名
事業
区分
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（単位：千円）

 (12) 資金不足比率 (13) 標準財政規模比

事業の規模
（(９)/(１２)、％） 繰越欠損金 （(８)/(ｘ)、％）

病院事業会計 4,955,103 - 13,730,825 - 0 -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

0 0 - 0 - -

千葉県
市町村・一部事務組合名 君津中央病院企業団

法
適
用
企
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

特別会計名
(8)資金不足額

・剰余額 ※
(6)-(7)

宅
地
造
成

２①表 附表
都道府県名

標準財政規模　(ｘ) 0

(9)企業ごとの
資金不足額
・剰余額※
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